
第 12回 大阪蘇生アカデミー開催概要 

 

テーマ： AED20周年を迎えて 

開催日： 2024年 12月 4日（水）、2024年 12月 5日（木） 

会場： 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）＋Zoom Webinar に

よるハイブリッド開催 

 

内容： 

今回は新しい取り組みとして会期を 2 日間とし、初日に大阪蘇生アカデミー、2 日目に

病院外心停止記録活用研究会を開催した。 

1 日目の大阪蘇生アカデミーは『AED20 周年を迎えて』をテーマに据え、シンポジウム

では「アプリを通じた救命サポーターとの連携」、「救命講習の課題と新たな取り組み」、

「ゲームによる蘇生のマルチプレイ化」について各分野で活躍されている演者より取り組

みと課題についてご講演をいただいた。また、心停止サバイバーの方からもご自身の経験

を踏まえ「救命の連鎖とその後のQOL」についてご講演をいただいた。全ての講演後には

AED を含めた救命の連鎖を途切れることなくつなげるために、現在どのような課題があり、

今後どのように進めていくべきかについて活発なディスカッションがあった。特別講演で

は日本 AED 財団の三田村秀雄理事長より「AED の過去・現在・未来」というタイトルで

ご講演をいただいた。AED が市民に解禁されてからの 20 年を改めて振り返り、その歴史

と未来の展望について詳細にご解説いただいた。1 日目の最後には、今年になって様々な

自治体でも検討が進んでいる「救急車有料化を進めるべきか？」に関して ProCon 形式で

の議論を行った。救急車を有料化することのメリットとデメリットについてそれぞれの立

場で解説いただき、会場およびオンラインの参加者も交えて活発な議論を行うことができ

た。 

2 日目の病院外心停止記録活用研究会では、ウツタインデータベースをはじめ、日本の

様々な心停止レジストリを用いた最新のエビデンスについてシンポジウムを行った。「病

院前死戦期呼吸と体外循環装置を装着された院外心肺停止患者予後の関連」、「Agonal 

breathing upon hospital arrival as a prognostic factor in patients experiencing out-of-hospital 

cardiac arrest」、「突然死の原因究明アルゴリズムの開発」、「院外心停止における AED 使用

の現状」、「初期波形 asystole の院外心停止の蘇生と転帰の実態」、「院外心停止における施

設毎の搬送数と予後の関連の検討」について各分野で活躍されている演者よりご講演いた

だいた。また、2 日目の最後には、昨今全国の消防局でも配備が進んでいる機械式胸骨圧

迫装置について「機械的胸骨圧迫の是非」というタイトルで ProCon 形式での議論を行っ

た。機械的胸骨圧迫の是非について会場だけでなく、オンライン参加者も含めて活発な議

論がなされ、最終の参加者へのアンケートでは賛否が逆転した。 



また、本年度も企業共催セミナーを行い、1 日目に旭化成ゾールメディカル株式会社に

スイーツセミナー「ハイパフォーマンス CPR の実践へ ～CPR の質の測定が導く活動と

意識の変化～」、2 日目に TXP Medical 株式会社にランチョンセミナー「蘇生/ICU 研究の

DX」をそれぞれご協賛いただいた。 

 

成果： 

本年度も現地開催(大阪市内)とZoom webinarによるハイブリッド開催で行った。救急救

命士を主な参加者としつつも、医師、看護師、学生など様々な職種から 1800 人を越える

参加申し込みがあった。1 日目は現地に 92 名の参加者に足を運んでいただき、オンライン

でも最大 1216 人のアクセスを頂いた。2 日目も現地に 61 名、オンラインでも最大 821 人

の方に参加頂いた。本会の内容が広く救急に携わる皆さまに還元される会となった。本会

終了後のアンケートの結果からは、大変多くの参加者が本会の内容に満足し、次回の開催

を期待している事を窺い知ることもできた。 

＜主催＞特定非営利活動法人 大阪ライフサポート協会 

＜後援＞大阪府、大阪府下消防長会、公益財団法人日本 AED 財団 

＜共催＞大阪医科薬科大学 救急医学教室 

大阪公立大学医部附属病院 救命救急センター  

大阪大学医学部附属病院 高度救命救急センター 

関西医科大学附属病院 高度救命救急センター 

京都大学大学院医学研究科 予防医療学分野 

 

＜協賛＞ 

（順不同）旭化成ゾールメディカル株式会社、セコム株式会社、株式会社アルム、株式会

社フィリップス・ジャパン、日本ストライカー株式会社、オムロンへルスケア株式会社、

レールダルメディカルジャパン株式会社、株式会社ドーン、栄和産業株式会社、浜松ホト

ニクス株式会社、アイ・エム・アイ株式会社、TXP Medical 株式会社、コーケンメディカ

ル株式会社 

 

連絡先 

（住所）〒533-0033 大阪府大阪市東淀川区東中島 1-17-5 ステュディオ新大阪 416 号 

（氏名）NPO 法人 大阪ライフサポート協会 事務局 

（電話・ＦＡＸ番号）TEL：06-6370-5883  FAX：06-6370-5884 

 

  



当日の様子 

【1 日目】 

 

【2 日目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【企業展示】 

 

 


